
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月 13日（金）の２～３時間目に、５年生が華道体験を行いました。指導者の秋山先生から生け花の基

本を教えていただいた後、お手本を参考に、卒業生へ贈る花を生けました。花をぐるぐると回してみて一番

きれいに見える向きを探すことや、受け取る人の気持ちを考えて生けることなど、技術だけでなく心の面に

ついても教えていただきました。昨年度の地域ふれあい活動でのフラワーアレンジメント体験を生かし、全

員が時間内に美しく仕上げることができました。 

完成した花をステージに並べると、５年生 22名の心のこもった花が集まり、体育館全体が華やかな雰囲

気に包まれました。６年生をお祝いする準備が、一気に整いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業式に向けて１年生から５年生までの在校生が、６年生への感謝の気持ちやあこがれの思いをメッセー

ジや文字に表し、階段や廊下に掲示しています。心のこもった言葉や色とりどりの掲示物からは、これまで

学校を引っ張ってきてくれた６年生への思いが伝わってきます。 

卒業に向けた準備も、いよいよ最終段階に入ってきました。在校生は６年生への感謝の気持ちを胸に、卒

業生はこれまで支えてくれた仲間や先生方への思いを大切にしながら、日々の練習や準備に取り組んでいま

す。感謝の気持ち、相手を思いやる気持ち、そして次の学年へとつながる責任の自覚など、さまざまな温か

い思いが学校全体に広がり、卒業式に向けて心が一つになっています。 
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